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がん教育実施報告書 

 

学校名 高倉小学校 

実施対象者 

（学年・保護者など） 
５・６年生 

教育課程の位置づけ 
体育・保健体育   道 徳   学級活動・HR活動  講演会・行事 

その他（        ） 

実 施 日 時 令和 ８ 年 １ 月 ２３ 日（金） １０：３０～１１：１５ 

打合せについて 
【１回目】方法： 電話     内容：事前アンケートと準備物 

【２回目】方法： 電話     内容：当日の確認 

外部講師 職・氏名 職名 北保健センター保健技師   氏名 鈴木里穂 

実 施 内 容 

テーマ：がんについて学ぼう 

（１）がんの基礎知識と現状 

 がんが発生する原因や仕組み、がんの部位について説明を受けた。ま

た、現代の日本では 2人に 1人ががんになるという現状を確認し、決し

て他人事ではない身近な病気であることを学んだ。 

（２）福島県の特徴とクイズによる学習 

 福島県における生活習慣の特徴や予防策について、クイズ形式で出題

された。特に本県の課題である食生活や嗜好品に焦点を当て、楽しみな

がら正しく予防する方法を学んだ。早期発見・早期治療ができれば治る

可能性が高い疾患であることの理解を深めた。 

（３）食生活の改善（減塩）の実践的理解 

 講師が持参した実際のお菓子やカップラーメンのパッケージを確認

し、裏面の「食品成分表」の見方を教わった。 

（４）がん患者の心情理解と自分たちにできること 

 がん予防のために自分ができることとして、自分自身の生活習慣（を

整えるだけでなく、家族に対しても「検診を勧める」といった声掛けが

できることを教わった。 
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成 果 等 

【児童の感想】 

・がんは 2人に 1人がなることがとてもびっくりした。早く見つけるこ

とができたら早く治すことができたり、運動や食生活を気をつけること

でがんを防げることが分かった。生活を見直したいなと思う。 

・今でもがんが生まれていると思うと、注意しないといけないと思った。 

・がんは自分でも予防できる病気だということを知ったし、早く見つけ

たら早く治せると聞いてすごいなと思った。話を聞いてたばこやお酒、

しょっぱいものなどはさけるようにしたいと思った。 

・がんはこわいものだと思ったけど、話を聞いたら予防できると知って

とても安心した。がんに気をつけながら健康にいたい。 

・がんは身近で特別な病気ではない。がんは早くみつけることができた

ら、治ると分かった。 

・がんじゃなくても親や先生に具合が悪いですと言いたいと思う。大人

になったらお酒をほどほどにします。 

・がんは身近な病気だけど、予防はできるのでこれから意識してがんに

ならないようにしたい。 

・がんになると治らないと思っていたけど治せると分かった。 

・がんは身近な病気なので、大人になったらがん検診をしたいと思った。 

 

【良かった点】 

 当初、児童の多くは「がんは一度かかると治らない恐ろしい病気」と

いう漠然とした不安を抱いていた。しかし、講習を通して、早期発見に

よって治癒の可能性が高まることや、日々の生活習慣によって予防が可

能であることを正しく理解できた。がんに対する過度な恐怖心が前向き

な予防意識へと変化したことは、本教育を実施した大きな成果と言える。 

 


